
 

Q.塩化セシウム型結晶の配位数と密度は？ 

塩化セシウムのセシウムイオンに着目すると、周囲に 8 個の塩化物イオン（結晶格子模

型で言えば頂点の位置）がある。よって、配位数は 8となる。塩化物イオンに着目しても、

1 つの塩化物イオンの周囲には 8 個のセシウムイオンがあるため、やはり配位数は 8 とな

る。結晶模型を 8 個用意して、縦・横・奥に 2 個ずつ組み合わせて並べると分かりやすい

が、残念ながら模型が無いので、授業に出ていた模型を元に絵を描いてみてほしい。 

単位格子の密度を求めるためには、単位格子の質量を単位格子の体積で割ればよい。単位

格子の 1辺の長さを aとすると、体積は a3なのはすぐ分かると思うので、質量について考

えよう。そのためには、塩化セシウム型結晶の単位格子に含まれるイオンの数を求めればよ

い。セシウムイオンは中央に 1個。塩化物イオンは頂点に 8カケラあるけれど、1カケラの

大きさは球 8分の 1個分なので、全部で 8分の 1×8=1個となる。塩化セシウム 1molの質

量を Mとすると、塩化セシウム 1組の質量は M/NA（NAはアボガドロ数）。これがそのま

ま単位格子の質量となる。よって、塩化セシウム型結晶の密度は、 

 

 

 

 

となる。具体的な値を求めるときは、aの単位が cmなのかmなのかを確認すること。 

 

 

 

「六方最密充填を考える時の正六角注の体積がなぜ 3√2×a3なのか？」 

→次のページのノートを参照のこと 

※かっぱ巻き RCの手書きノートなので、字が下手なのはご容赦ください。 




